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(57)【要約】
  エアロゾル発生物品（１０）は、エアロゾル発生基体 
（２２）を含むロッド（２０）と、ロッド（２０）と軸 
方向に整列したフィルター（３０）と、第一のラッパー 
（４２）を含む架橋要素（４０）であって、第一のラッ 
パーが、ロッド（２０）およびフィルターを囲み、かつ 
フィルターをロッドに固定する、架橋要素と、ロッドと 
フィルターとの間に位置する空洞（４４）であって、架 
橋要素（４０）の第一の部分の第一のラッパー（４２） 
の内表面によって部分的に区切られている、空洞（４４ 
）とを備え、架橋要素（４０）の第一の部分は、５０グ 
ラム／平方メートル以上の坪量を有する。
【選択図】図１

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全23頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 で あ っ て 、
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 含 む ロ ッ ド と 、
　 前 記 ロ ッ ド と 軸 方 向 に 整 列 し た フ ィ ル タ ー と 、
　 第 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 架 橋 要 素 で あ っ て 、 前 記 第 一 の ラ ッ パ ー が 、 前 記 ロ ッ ド お よ び 前  
記 フ ィ ル タ ー を 囲 み 、 か つ 前 記 フ ィ ル タ ー を 前 記 ロ ッ ド に 固 定 す る 、 架 橋 要 素 と 、
　 前 記 ロ ッ ド と 前 記 フ ィ ル タ ー と の 間 に 位 置 す る 空 洞 で あ っ て 、 前 記 架 橋 要 素 の 第 一 の 部  
分 の 前 記 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 に よ っ て 部 分 的 に 区 切 ら れ て い る 、 空 洞 と 、 を 備 え 、
　 前 記 架 橋 要 素 の 前 記 第 一 の 部 分 が 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 、 エ  
ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 空 洞 が 、 少 な く と も ２ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル  
発 生 物 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 が 、 ７ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 、 請 求 項  
１ ま た は ２ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 架 橋 要 素 の 前 記 第 一 の 部 分 が 、 ５ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル ～ １ ４ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル の  
厚 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 空 洞 の 下 流 端 が 、 前 記 ロ ッ ド に よ っ て 区 切 ら れ 、 前 記 空 洞 の 上 流 端 が 、 前 記 フ ィ ル  
タ ー に よ っ て 区 切 ら れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品  
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 架 橋 要 素 の 前 記 第 一 の 部 分 が 、 前 記 架 橋 要 素 の 長 さ に 沿 っ て 、 前 記 空 洞 の 前 記 長 さ  
の 少 な く と も １ ． ２ 倍 の 距 離 を 延 び る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル  
発 生 物 品 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 架 橋 要 素 の 前 記 第 一 の 部 分 が 、 前 記 架 橋 要 素 の 長 さ に 沿 っ て 、 ４ ミ リ メ ー ト ル ～ １  
０ ミ リ メ ー ト ル の 距 離 を 延 び る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物  
品 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ー が 、 前 記 架 橋 要 素 の 前 記 第 一 の 部 分 に よ っ て 囲 ま れ て い る 、 請 求 項 １ ～  
７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ロ ッ ド が 、 前 記 架 橋 要 素 の 前 記 第 一 の 部 分 に よ っ て 囲 ま れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ８ の  
い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 架 橋 要 素 が 、 単 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ ア ロ  
ゾ ル 発 生 物 品 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 架 橋 要 素 が 、 前 記 第 一 の ラ ッ パ ー を 囲 む 第 二 の ラ ッ パ ー を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ９ の い  
ず れ か 一 項 に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 架 橋 要 素 の 前 記 第 一 の 部 分 の 前 記 第 一 の ラ ッ パ ー の 前 記 内 表 面 が 、 前 記 空 洞 の 周 り  
の 円 周 方 向 に 、 ５ ミ リ メ ー ト ル 超 の 距 離 を 延 び る 、 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 架 橋 要 素 の 前 記 第 一 の 部 分 の 前 記 第 一 の ラ ッ パ ー の 前 記 内 表 面 が 、 ２ ５ 平 方 ミ リ メ  



10

20

30

40

50

JP 2023-513963 A 2023.4.4(3)

ー ト ル 超 の 表 面 積 を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品  
。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 複 数 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 備 え る 容 器 で あ っ て 、 前 記 容 器 内 の 前 記 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物  
品 の 少 な く と も ５ ０ パ ー セ ン ト が 、 請 求 項 １ ～ １ ３ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 で あ る 、  
容 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 含 む ロ ッ ド を 提 供 す る こ と と 、
　 フ ィ ル タ ー を 提 供 す る こ と と 、
　 第 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 架 橋 要 素 を 提 供 す る こ と と 、
　 前 記 第 一 の ラ ッ パ ー が 、 前 記 ロ ッ ド お よ び 前 記 フ ィ ル タ ー 離 間 し た 関 係 で 囲 み 、 前 記 ロ  
ッ ド と 前 記 フ ィ ル タ ー と の 間 に 空 洞 を 形 成 す る よ う に 、 前 記 架 橋 要 素 を 使 用 し て 前 記 フ ィ  
ル タ ー を 前 記 ロ ッ ド に 固 定 す る こ と で あ っ て 、 前 記 空 洞 が 、 前 記 架 橋 要 素 の 前 記 第 一 の 部  
分 の 前 記 第 一 の ラ ッ パ ー の 前 記 内 表 面 に よ っ て 部 分 的 に 区 切 ら れ て い る 、 固 定 す る こ と と  
、 を 含 み 、
　 前 記 架 橋 要 素 の 前 記 第 一 の 部 分 が 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 、 方  
法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 、 例 え ば 、 紙 巻 た ば こ ま た は 加 熱 式 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品  
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ ィ ル タ ー 紙 巻 た ば こ は 典 型 的 に 、 紙 ラ ッ パ ー で 包 囲 さ れ た た ば こ カ ッ ト フ ィ ラ ー の 形  
態 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 の ロ ッ ド と 、 包 ま れ た た ば こ ロ ッ ド と 端 と 端 を 接 し た 関 係 で 整 列  
さ れ 、 チ ッ ピ ン グ ペ ー パ ー に よ っ て た ば こ ロ ッ ド に 取 り 付 け ら れ た 円 筒 状 フ ィ ル タ ー と を  
備 え る 。 従 来 の フ ィ ル タ ー 紙 巻 た ば こ に お い て 、 フ ィ ル タ ー は 、 多 孔 性 の プ ラ グ ラ ッ プ 内  
に 包 ま れ た 酢 酸 セ ル ロ ー ス ト ウ の プ ラ グ か ら 成 る 場 合 が あ る 。 主 流 煙 の 粒 子 状 構 成 成 分 お  
よ び ガ ス 状 構 成 成 分 を 除 去 す る た め に 濾 過 材 料 の 二 つ 以 上 の セ グ メ ン ト を 備 え る 複 数 構 成  
要 素 フ ィ ル タ ー を 有 す る フ ィ ル タ ー 紙 巻 た ば こ も 周 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 的 に 、 消 費 者 は た ば こ ロ ッ ド （ 点 火 側 の 端 ） の 燃 焼 領 域 が チ ッ ピ ン グ ペ ー パ ー の 端  
に 達 す る ま で 紙 巻 た ば こ を 喫 煙 す る 。 こ の 時 点 で 、 燃 焼 領 域 が フ ィ ル タ ー に 近 接 す る こ と  
で フ ィ ル タ ー の 燃 焼 ま た は 過 度 の 加 熱 が も た ら さ れ 、 こ れ は 、 紙 巻 た ば こ に よ っ て 生 成 さ  
れ る 主 流 煙 の 味 覚 お よ び 風 味 に 悪 影 響 を 及 ぼ し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 燃 焼 で は な く 加 熱 に よ っ て エ ア ロ ゾ ル を 発 生 さ せ る た め の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 が 、 当 業  
界 で 公 知 で あ る 。 こ う し た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 一 例 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 の 発 熱 体 に  
よ っ て 貫 通 可 能 な エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 備 え る 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 、 固 体 基 体 で あ り  
、 た ば こ を 含 む こ と が 好 ま し い 。 発 熱 体 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 加 熱 し て 、 ユ ー ザ ー が  
エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 口 側 端 で フ ィ ル タ ー を 通 し て 引 き 出 す こ と が で き る エ ア ロ ゾ ル を 発  
生 す る 。 代 替 的 ま た は 追 加 的 に 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 、 サ セ プ タ に よ っ て 加 熱 可 能 で あ  
っ て も よ い 。 こ の よ う な 場 合 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 は 、 そ れ を 通 し て 交 流 電 流 が 流 れ て 交  
番 磁 界 を 発 生 す る 、 イ ン ダ ク タ コ イ ル を 備 え 得 る 。 こ れ は 、 サ セ プ タ が 加 熱 さ れ 、 次 い で  
エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 加 熱 す る よ う に 、 サ セ プ タ 内 に 電 圧 を 誘 発 す る 。 サ セ プ タ は 、 エ ア  
ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 一 部 ま た は エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 の 一 部 で あ っ て も よ い 。 こ れ ら の 配 設 の  
各 々 に お い て 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 、 摂 氏 約 ３ ０ ０ 度 以 上 の 温 度 に 加 熱 さ れ 得 る 。 結 果  
と し て 、 こ う し た 配 設 で も 、 フ ィ ル タ ー の 過 度 の 加 熱 を 回 避 す る こ と が 望 ま し い 場 合 が あ  
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る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 の 下 流 に あ る エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 要 素 の 望 ま し く な  
い 加 熱 ま た は 燃 焼 が 回 避 さ れ る 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 提 供 す る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 で 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 が 提 供 さ れ て い る 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 ロ ッ ド を 含  
み 得 る 。 ロ ッ ド は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 含 み 得 る 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は ま た 、 フ ィ ル  
タ ー を 備 え て も よ い 。 フ ィ ル タ ー は 、 ロ ッ ド と 軸 方 向 に 整 列 し て も よ い 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生  
物 品 は ま た 、 架 橋 要 素 を 備 え て も よ い 。 架 橋 要 素 は 、 第 一 の ラ ッ パ ー を 含 み 得 る 。 第 一 の  
ラ ッ パ ー は 、 ロ ッ ド を 囲 ん で も よ い 。 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 フ ィ ル タ ー を 囲 ん で も よ い 。 第  
一 の ラ ッ パ ー は 、 ロ ッ ド お よ び フ ィ ル タ ー を 囲 ん で も よ い 。 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 フ ィ ル タ  
ー を ロ ッ ド に 固 定 し て も よ い 。 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 し  
て も よ い 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 空 洞 を 備 え て も よ い 。 空 洞 は 、 ロ ッ ド と フ ィ ル タ ー と  
の 間 に 位 置 し て も よ い 。 空 洞 は 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 に よ っ  
て 部 分 的 に 区 切 ら れ て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上  
の 坪 量 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 実 施 例 で は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 含 む ロ ッ ド と 、 ロ ッ ド と  
軸 方 向 に 整 列 し た フ ィ ル タ ー と 、 第 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 架 橋 要 素 で あ っ て 、 第 一 の ラ ッ パ  
ー は 、 ロ ッ ド お よ び フ ィ ル タ ー を 囲 み 、 か つ フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 、 架 橋 要 素 と  
、 ロ ッ ド と フ ィ ル タ ー と の 間 に 位 置 す る 空 洞 で あ っ て 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ  
ッ パ ー の 内 表 面 に よ っ て 部 分 的 に 区 切 ら れ て い る 、 空 洞 と を 備 え 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分  
は 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ロ ッ ド と フ ィ ル タ ー と の 間 に 空 洞 を 提 供 す る こ と に よ り 、 有 利 な こ と に 、 エ ア ロ ゾ ル 発  
生 物 品 が 消 費 さ れ た 時 に フ ィ ル タ ー の 過 度 の 加 熱 ま た は 燃 焼 の リ ス ク が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 の 点 火 の 結 果 と し て 消 費 さ れ 得 る 。 エ ア ロ  
ゾ ル 発 生 基 体 を 含 む ロ ッ ド と フ ィ ル タ ー と の 間 の 空 洞 の 提 供 に よ り 、 燃 焼 領 域 が ロ ッ ド の  
端 に 達 し た 時 で さ え 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 の 燃 焼 領 域 の フ ィ ル タ ー へ の 近 接 が 低 減 さ れ る  
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 燃 焼 す る の で は な く 加 熱 す る こ と に よ っ  
て 消 費 さ れ 得 る 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 含 む ロ ッ ド と フ ィ ル タ ー と の 間 に 空 洞 を 提 供 す る  
こ と に よ り 、 フ ィ ル タ ー が 過 度 に 加 熱 さ れ な い こ と が 確 実 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 フ ィ ル タ ー お よ び ロ ッ ド を 固 定 し 、 空 洞 を 部 分 的 に 区 切 る 内 表 面 を 有 す る 第 一 の ラ ッ パ  
ー を 含 む 架 橋 要 素 の 提 供 に よ り 、 製 造 が 単 純 で 安 価 な エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 が も た ら さ れ 得  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 使 用 中 ま た は 製 造 プ ロ セ ス 中 に 、 例 え ば 、 圧 縮 力 ま た は 剪 断 力  
な ど の 力 を 体 験 し 得 る 。 空 洞 が 無 傷 の ま ま で 崩 壊 し な い よ う に 、 架 橋 要 素 は 、 こ う し た 力  
に 耐 え る 強 度 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 長 さ に 沿 っ て 印 加 さ れ る 長 軸 方 向 の 力 は 、 製 造 プ ロ セ ス 中 に エ ア  
ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 包 装 の 中 に 挿 入 す る 際 に 、 特 定 の 問 題 で あ り 得 る 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品  
の 長 さ に 沿 っ て 印 加 さ れ る 長 軸 方 向 の 力 は ま た 、 燃 焼 で は な く 加 熱 に よ っ て 消 費 さ れ る よ  
う に 構 成 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 に と っ て 特 定 の 問 題 で あ り 得 る 。 こ う し た エ ア ロ ゾ ル  
発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 の 中 に 挿 入 さ れ る 場 合 が あ る 。 こ れ は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生  
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装 置 の 中 へ の 挿 入 時 に エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 長 さ に 沿 っ て 長 軸 方 向 の 力 が 印 加 さ れ る こ と  
を も た ら し 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 部 分 で あ る 。  
架 橋 要 素 は 、 第 一 の ラ ッ パ ー を 含 み 得 る 。 一 部 の 実 施 形 態 で は 、 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 ５ ０  
グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 部 分 を 有 し て も よ い 。 第 一 の ラ ッ パ ー の こ の 部  
分 は 、 ラ ッ パ ー の 第 一 の 部 分 に 対 応 し 得 る 。 一 部 の 実 施 形 態 で は 、 架 橋 要 素 は 、 二 つ 以 上  
の ラ ッ パ ー を 含 ん で も よ い 。 例 え ば 、 架 橋 要 素 は 、 第 一 の ラ ッ パ ー の 部 分 お よ び 第 二 の ラ  
ッ パ ー の 部 分 を 含 ん で も よ い 。 第 二 の ラ ッ パ ー は 、 第 一 の ラ ッ パ ー を 囲 ん で も よ い 。 そ の  
場 合 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 部 分 は 、 二 層 以 上 の 層 の 坪 量 を 合 わ  
せ た 結 果 で あ り 得 る 。 い ず れ の 場 合 も 、 空 洞 は 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー  
の 内 表 面 に よ っ て 部 分 的 に 区 切 ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 を 提 供 す る こ と に  
よ り 、 空 洞 の 領 域 に お い て エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 に 強 度 を 提 供 す る こ と が で き る 。 こ う し た  
坪 量 は 、 有 利 な こ と に 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 通 常 の 使 用 に お い て 、 お よ び 製 造 プ ロ セ ス  
中 に 、 空 洞 が 崩 壊 す る こ と を 防 止 す る の に 十 分 な 大 き さ で あ り 得 る 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部  
分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 空 洞 の 周 囲 の 一 部 ま た は す べ て の 周 り に 延 び て 、 エ ア ロ  
ゾ ル 発 生 物 品 の 通 常 の 使 用 中 お よ び 製 造 プ ロ セ ス 中 の 空 洞 の 崩 壊 を 防 止 し 得 る 。   
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 「 坪 量 」 と い う 用 語 は 、 １ 平 方 メ ー ト ル 当 た り の グ ラ ム の 質 量 の  
尺 度 で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 坪 量 は 、 面 密 度 の 尺 度 で あ る 。 坪 量 は ま た 、 坪 量 と も 呼 ば れ  
得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ５ ０ ～ １ １ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル の 坪 量 を 有 す る こ と が 好  
ま し い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ７ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 し 得 る こ と  
が 好 ま し い 。 架 橋 要 素 は 、 ８ ０ 、 ９ ０ 、 ま た は １ ０ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を  
有 し て も よ い 。 架 橋 要 素 は 、 ７ ０ ～ １ １ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 、 ８ ０ ～ １ １ ０ グ ラ ム ／  
平 方 メ ー ト ル 、 ９ ０ ～ １ １ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 、 ま た は １ ０ ０ ～ １ １ ０ グ ラ ム ／ 平 方  
メ ー ト ル の 坪 量 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 用 語 「 上 流 」 お よ び 「 下 流 」 は 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 時 、 ユ ー ザ ー が そ れ ら の 使 用 の 間  
、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 吸 い 込 む 方 向 に 関 し て エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 要 素 ま た は 要 素 の 部  
分 の 相 対 位 置 を 記 述 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 用 語 「 架 橋 要 素 の 内 表 面 」 は 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 時 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 内 側 に 向  
か っ て 面 す る 架 橋 要 素 の 表 面 を 記 述 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ５ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル ～ １ ４ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル の 厚 さ を 有  
し て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ７ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル ～ １ ４ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル  
の 厚 さ を 有 し て も よ い 。 厚 さ は 、 ８ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 空 洞 の 下 流 端 は 、 ロ ッ ド に よ っ て 区 切 ら れ て も よ い 。 空 洞 の 上 流 端 は 、 フ ィ ル タ ー に よ  
っ て 区 切 ら れ て も よ い 。 空 洞 は 、 少 な く と も １ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 し て も よ い 。 こ う  
し た 空 洞 の 長 さ は 、 空 洞 の 上 流 で 生 成 さ れ る 熱 の フ ィ ル タ ー へ の 伝 達 を 、 こ う し た 熱 が 点  
火 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 に よ っ て 生 成 さ れ る か ま た は エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 の ヒ ー タ ー  
に よ っ て 生 成 さ れ る か の い ず れ の 場 合 で あ っ て も 、 低 減 す る こ と が で き る 。 空 洞 は 、 フ ィ  
ル タ ー の 過 度 の 加 熱 が 回 避 さ れ る よ う に 、 熱 伝 達 を 低 減 し 得 る 。 空 洞 は 、 １ ミ リ メ ー ト ル  
～ ７ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 し て も よ い 。 空 洞 は 、 少 な く と も ２ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有  
し て も よ い 。 空 洞 は 、 ２ ミ リ メ ー ト ル ～ ５ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 し 得 る こ と が 好 ま し い  
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。 空 洞 は 、 ３ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 し 得 る こ と が な お よ り 好 ま し い 。 空 洞 は 、 少 な く と  
も ３ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 架 橋 要 素 は 、 ２ ５ ミ リ メ ー ト ル 超 の 長 さ を 有 し て も よ い 。 こ う し た 架 橋 要 素 は 、 空 洞 に  
わ た っ て 、 ロ ッ ド お よ び フ ィ ル タ ー の 各 々 の 少 な く と も 十 分 な 一 部 分 を 囲 む の に 十 分 な 長  
さ で あ り 得 る 。 架 橋 要 素 は 、 フ ィ ル タ ー の 全 長 に 沿 っ て フ ィ ル タ ー を 囲 ん で も よ い 。 架 橋  
要 素 は 、 ２ ５ ミ リ メ ー ト ル ～ 約 ４ ０ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 し て も よ い 。 架 橋 要 素 は 、 ２  
５ ミ リ メ ー ト ル ～ ３ ０ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 架 橋 要 素 の 長 さ に 沿 っ て 、 空 洞 の 長 さ の 少 な く と も １ ． ２ 倍  
の 距 離 に 延 び て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 架 橋 要 素 の 長 さ に 沿 っ て 、 空 洞 の 長 さ  
の 少 な く と も １ ． ５ 倍 の 距 離 に 延 び て も よ い 。 空 洞 に 対 す る 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 位 置  
は 、 い く ら か 変 動 す る 場 合 が あ る 。 こ の 変 動 は 、 製 造 公 差 か ら も た ら さ れ 得 る 。 架 橋 要 素  
の 第 一 の 部 分 を 、 架 橋 要 素 の 長 さ に 沿 っ て 、 空 洞 の 長 さ の 少 な く と も １ ． ２ 倍 ま た は １ ．  
５ 倍 の 距 離 に 延 ば す こ と は 、 こ の 変 動 を 埋 め 合 わ せ る の に 役 立 ち 得 る 。 第 一 の ラ ッ パ ー の  
内 表 面 は 、 空 洞 に 対 す る 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 位 置 に 関 係 な く 、 空 洞 を 部 分 的 に 区 切 る  
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 架 橋 要 素 の 長 さ に 沿 っ て 、 ４ ミ リ メ ー ト ル ～ １ ０ ミ リ メ ー ト  
ル の 距 離 に 延 び て も よ い 。 ロ ッ ド は 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 に よ っ て 囲 ま れ て も よ い 。 架  
橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ロ ッ ド の 長 さ の 少 な く と も ２ ミ リ メ ー ト ル に 沿 っ て 延 び て も よ い  
。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ロ ッ ド の 長 さ の ２ ミ リ メ ー ト ル ～ ７ ミ リ メ ー ト ル に 沿 っ て 延  
び て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ロ ッ ド の 全 長 に 沿 っ て 延 び て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 ロ ッ ド を フ ィ ル タ ー に 永 久 的 に 固 定 し て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の  
ラ ッ パ ー は 、 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 す る た め の 接 着 剤 を 含 み 得 る 。 特 に 、 架  
橋 要 素 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 第 一 の ラ ッ パ ー を フ ィ ル タ ー に 永 久 的 に 固 定 す る た  
め の 接 着 剤 を 含 ん で も よ い 。 代 替 的 に ま た は 追 加 的 に 、 架 橋 要 素 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表  
面 は 、 第 一 の ラ ッ パ ー を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 す る た め の 接 着 剤 を 含 ん で も よ い 。 第 一 の  
ラ ッ パ ー は 、 ロ ッ ド に 接 着 さ れ て も よ い 。 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 フ ィ ル タ ー に 接 着 さ れ て も  
よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 フ ィ ル タ ー は 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 に よ っ て 囲 ま れ て も よ い 。 言 い 換 え れ ば 、 架 橋 要  
素 の 第 一 の 部 分 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 長 さ に 沿 っ て 、 空 洞 を 越 え て 延 び 、 フ ィ ル タ ー  
を 囲 む 。 そ の た め 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 架 橋 要 素 の 一 部 分 は 、  
空 洞 を 越 え て 延 び る 。 こ う し た 配 設 は 、 有 利 な こ と に 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 強 度 を さ ら  
に 改 善 す る こ と が で き る 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 フ ィ ル タ ー の 長 さ の 少 な く と も １ ミ  
リ メ ー ト ル に 沿 っ て 延 び て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 フ ィ ル タ ー の 全 長 に 沿 っ て  
延 び て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ロ ッ ド は 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 に よ っ て 囲 ま れ て も よ い 。 言 い 換 え れ ば 、 架 橋 要 素 の  
第 一 の 部 分 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 長 さ に 沿 っ て 、 空 洞 を 越 え て 延 び 、 ロ ッ ド を 囲 み 得  
る 。 そ の た め 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 架 橋 要 素 の 一 部 分 は 、 空 洞  
を 越 え て 延 び る 。 こ う し た 配 設 は 、 有 利 な こ と に 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 強 度 を さ ら に 改  
善 す る こ と が で き る 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ロ ッ ド の 長 さ に 沿 っ て 、 少 な く と も ２ ミ  
リ メ ー ト ル の 距 離 に 延 び て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ロ ッ ド の 長 さ に 沿 っ て 、 ２  
ミ リ メ ー ト ル ～ ７ ミ リ メ ー ト ル の 距 離 に 延 び て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ロ ッ ド  
の 全 長 に 沿 っ て 延 び て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 セ ル ロ ー ス 系 材 料 、 紙 、 段 ボ ー ル 、 再 構 成 さ れ た た ば こ 、 ま た は セ  



10

20

30

40

50

JP 2023-513963 A 2023.4.4(7)

ル ロ ー ス 系 フ ィ ル ム の う ち の 少 な く と も 一 つ を 含 ん で も よ い 。 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル  
以 上 の 坪 量 を 有 す る こ う し た 材 料 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 通 常 の 使 用 中 、 お よ び エ ア ロ  
ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 中 に 空 洞 が 崩 壊 す る こ と を 防 止 す る よ う に 適 切 な 剛 性 を 有 す る 。 第 一  
の ラ ッ パ ー は 、 紙 を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 架 橋 要 素 は 、 単 一 の ラ ッ パ ー を 含 み 得 る 。 言 い 換 え れ ば 、 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 架 橋 要 素  
を 形 成 す る 唯 一 の ラ ッ パ ー で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 別 の 方 法 と し て 、 架 橋 要 素 は 、 第 一 の ラ ッ パ ー を 囲 む 第 二 の ラ ッ パ ー を 含 ん で も よ い 。  
架 橋 の 第 一 の 部 分 の 坪 量 は 、 第 一 の ラ ッ パ ー と 第 二 の ラ ッ パ ー の 両 方 の 坪 量 の 組 み 合 わ せ  
で あ っ て も よ い 。 二 つ の ラ ッ パ ー を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 第 一 の 部 分 の 一 部 と し て の 第  
一 の ラ ッ パ ー の 坪 量 を 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル よ り も は る か に 小 さ く す る こ と が で き  
る 。 例 え ば 、 第 一 の ラ ッ パ ー お よ び 第 二 の ラ ッ パ ー の 両 方 は 、 チ ッ ピ ン グ ペ ー パ ー で 形 成  
さ れ て も よ い 。 チ ッ ピ ン グ ペ ー パ ー は 、 典 型 的 に は 、 約 ３ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル の 坪 量  
を 有 す る 。 一 方 が 他 方 を 囲 む 、 二 つ の ラ ッ パ ー を 提 供 す る こ と に よ り 、 標 準 的 で 入 手 が 容  
易 な 材 料 を 使 用 し て ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル の 坪 量 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 二 の ラ ッ パ ー は 、 セ ル ロ ー ス 系 材 料 、 紙 、 段 ボ ー ル 、 再 構 成 さ れ た た ば こ 、 ま た は セ  
ル ロ ー ス 系 フ ィ ル ム の う ち の 少 な く と も 一 つ を 含 み 得 る 。 第 二 の ラ ッ パ ー は 、 チ ッ ピ ン グ  
ペ ー パ ー で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 空 洞 の 周 り に 円 周 方 向 に 、 ５ ミ リ  
メ ー ト ル 超 の 距 離 に 延 び て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、  
空 洞 の 周 り に 円 周 方 向 に 、 １ ０ ミ リ メ ー ト ル 超 の 距 離 に 延 び て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の  
部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 空 洞 の 周 り に 円 周 方 向 に 、 １ ５ ミ リ メ ー ト ル 超 の 距 離  
に 延 び て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 空 洞 の 全 円 周 の 周  
り に 円 周 方 向 に 延 び 得 る こ と が 好 ま し い 。 同 様 に 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 空 洞 の 周 り  
に 円 周 方 向 に 、 ５ ミ リ メ ー ト ル 超 、 １ ０ ミ リ メ ー ト ル 超 、 ま た は １ ５ ミ リ メ ー ト ル 超 の 距  
離 に 延 び て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 空 洞 の 全 円 周 の 周 り に 延 び 得 る こ と が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 に お け る 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 ４ ５ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧  
を 画 定 す る よ う に 曲 線 状 で あ っ て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 に お け る 第 一 の ラ ッ パ ー  
の 内 表 面 は 、 ９ ０ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画 定 す る よ う に 曲 線 状 で あ っ て も よ い 。 架 橋 要  
素 の 第 一 の 部 分 に お け る 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 １ ８ ０ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画 定  
す る よ う に 曲 線 状 で あ っ て も よ い 。 架 橋 要 素 中 の 第 一 の 部 分 に お け る 第 一 の ラ ッ パ ー の 内  
表 面 は 、 ２ ７ ０ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画 定 す る よ う に 曲 線 状 で あ っ て も よ い 。 同 様 に 、  
架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ４ ５ 度 超 、 ９ ０ 度 超 、 １ ８ ０ 度 超 、 ま た は ２ ７ ０ 度 超 の 角 度 を  
な す 円 弧 を 画 定 す る よ う に 曲 線 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 ２ ５ 平 方 ミ リ メ ー ト ル 超 の 表 面 積  
を 有 し て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 ５ ０ 平 方 ミ リ メ ー  
ト ル 超 の 表 面 積 を 有 し て も よ い 。 同 様 に 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ２ ５ 平 方 ミ リ メ ー ト  
ル 超 ま た は ５ ０ 平 方 ミ リ メ ー ト ル 超 の 表 面 積 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 含 む ロ ッ ド は さ ら に 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 囲 む ラ ッ パ ー を 含 ん  
で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 「 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 」 と い う 用 語 は 、 エ ア ロ ゾ ル を 形 成 す る こ  
と が で き る 揮 発 性 化 合 物 を 加 熱 ま た は 燃 焼 に 伴 い 放 出 す る 能 力 を 有 す る 基 体 を 記 述 す る た  
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め に 使 用 さ れ る 。 本 明 細 書 に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 か ら 発 生 し  
た エ ア ロ ゾ ル は 、 可 視 ま た は 不 可 視 で あ っ て も よ く 、 ま た ベ イ パ ー （ 蒸 気 ） （ 例 え ば 、 室  
温 で は 通 常 、 液 体 ま た は 固 体 で あ る 物 質 の 、 気 体 状 態 に あ る 物 質 の 微 粒 子 ） な ら び に 気 体  
お よ び 凝 縮 さ れ た ベ イ パ ー の 液 滴 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 ロ ッ ド お よ び エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 の 点 火 に よ っ て 消 費 さ れ る タ  
イ プ の 物 品 で あ っ て も よ い 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 喫 煙 物 品 で あ っ て も よ い 。 エ ア ロ ゾ ル  
発 生 物 品 は 紙 巻 た ば こ で あ っ て も よ い 。 点 火 に よ っ て 消 費 さ れ る エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 で は  
、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 、 任 意 の 適 切 な た ば こ 材 料 を 含 ん で も よ い 。 例 え ば 、 た ば こ 材 料  
は 、 た ば こ カ ッ ト フ ィ ラ ー を 備 え う る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 燃 焼 す る の で は な く 加 熱 す る こ と に よ っ  
て エ ア ロ ゾ ル が 発 生 さ れ る タ イ プ の 物 品 で あ っ て も よ い 。 消 費 中 、 揮 発 性 化 合 物 は 、 熱 源  
か ら の 熱 伝 達 に よ っ て エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 か ら 放 出 さ れ 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 通 し て 引  
き 出 さ れ た 空 気 中 に 同 伴 さ れ る 。 放 出 さ れ た 化 合 物 は 冷 め る に つ れ て 凝 結 し て エ ア ロ ゾ ル  
を 形 成 し 、 こ れ が 消 費 者 に よ っ て 吸 い 込 ま れ る 。 熱 源 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 加 熱 す る  
た め の ヒ ー タ ー を 有 す る エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 に よ っ て 提 供 さ れ て も よ い 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生  
物 品 は 、 加 熱 式 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 明 細 書 に 使 用 さ れ る 「 エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 」 と い う 用 語 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の エ  
ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 と 相 互 作 用 し て エ ア ロ ゾ ル を 発 生 す る 装 置 を 記 述 す る た め に 使 用 さ れ る  
。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 と 相 互 作 用 し て ユ ー  
ザ ー の 肺 に ユ ー ザ ー の 口 を 通 し て 直 接 吸 入 可 能 な エ ア ロ ゾ ル を 発 生 す る 喫 煙 装 置 で あ る こ  
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 の 加 熱 に よ っ て 消 費 さ れ る エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 に お い て 、 エ ア ロ ゾ  
ル 発 生 基 体 は 、 固 体 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 で あ る こ と が 好 ま し い 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 固  
体 と 液 体 の 両 方 の 成 分 を 含 み 得 る 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は た ば こ 材 料 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 代 替 的 に ま た は 追 加 的 に 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 、 非 た ば こ 含 有 エ ア ロ ゾ ル 発 生 材 料 を  
含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 が 固 体 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 で あ る 場 合 、 固 体 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 基  
体 は 、 薬 草 の 葉 、 た ば こ 葉 、 た ば こ の 茎 、 膨 化 た ば こ お よ び 均 質 化 し た た ば こ の う ち 一 つ  
以 上 を 含 む 、 例 え ば 、 粉 末 、 顆 粒 、 ペ レ ッ ト 、 断 片 、 よ り 糸 、 細 片 ま た は シ ー ト の う ち 一  
つ 以 上 を 含 み う る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 随 意 に 、 固 体 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 、 た ば こ ま た は 非 た ば こ 揮 発 性 風 味 化 合 物 を 含 ん  
で も よ く 、 そ れ は 固 体 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 の 加 熱 に 応 じ て 放 出 さ れ る 。 ま た 、 固 体 の エ  
ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 、 例 え ば 、 さ ら な る た ば こ 揮 発 性 風 味 化 合 物 ま た は 非 た ば こ 揮 発 性 風  
味 化 合 物 を 含 む 一 つ 以 上 の カ プ セ ル を 含 ん で も よ く 、 こ の よ う な カ プ セ ル は 、 固 体 の エ ア  
ロ ゾ ル 発 生 基 体 の 加 熱 の 間 に 溶 解 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 随 意 に 、 固 体 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 、 熱 的 に 安 定 し た 担 体 上 に 提 供 さ れ て も よ く 、 ま た  
は そ の 中 に 包 埋 さ れ て も よ い 。 担 体 は 、 粉 末 、 顆 粒 、 ペ レ ッ ト 、 断 片 、 撚 糸 、 細 片 ま た は  
シ ー ト の 形 態 を 取 っ て も よ い 。 固 体 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 、 例 え ば シ ー ト 、 発 泡 体 、 ゲ ル  
、 ま た は ス ラ リ ー の 形 態 で 担 体 の 表 面 上 に 堆 積 さ れ て も よ い 。 固 体 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は  
担 体 の 表 面 全 体 上 に 堆 積 さ れ て も よ く 、 ま た は 別 の 方 法 と し て 、 使 用 中 に 不 均 一 な 風 味 送  
達 を 提 供 す る た め に パ タ ー ン で 堆 積 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 均 質 化 し た た ば こ 材 料 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 「 均 質 化 し た た ば こ 材 料 」 と い う 用 語 は 、 粒 子 状 た ば こ を 凝 集 す  
る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 材 料 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 は 、 均 質 化 し た た ば こ 材 料 の シ ー ト の 集 合 体 を 含 む こ と が 好 ま し い  
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 「 シ ー ト 」 と い う 用 語 は 、 そ の 厚 さ よ り も 実 質 的 に 大 き い 幅 お よ  
び 長 さ を 有 す る 層 状 の 要 素 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 明 細 書 に 使 用 さ れ る 「 集 め ら れ た 」 と い う 用 語 は 、 巻 き 込 ま れ 、 折 り 畳 ま れ 、 ま た は  
別 途 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 長 軸 方 向 軸 に 対 し て 実 質 的 に 横 断 方 向 に 圧 縮 さ れ 、 ま た は 収 縮  
し た シ ー ト を 説 明 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 均 質 化 し た た ば こ 材 料 の シ ー ト の 集 合 体 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 の 使 用 に よ り 、 有 利  
な こ と に 、 た ば こ 材 料 の 断 片 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 と 比 較 し て 、 「 端 の 緩 み （ す な わ  
ち 、 ロ ッ ド の 端 か ら の た ば こ 材 料 の 断 片 の 喪 失 ） 」 の リ ス ク が 著 し く 低 減 さ れ る 。 端 の 緩  
み は 、 不 都 合 な こ と に 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 で 使 用 す る た め の エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 や 製 造  
設 備 の よ り 頻 繁 な 清 掃 の 必 要 性 に つ な が り 得 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 フ ィ ル タ ー は 、 空 洞 の 片 側 を 区 切 っ て も よ い 。 フ ィ ル タ ー は 、 濾 過 材 料 の セ グ メ ン ト を  
含 ん で も よ い 。 フ ィ ル タ ー は ま た 、 濾 過 材 料 の セ グ メ ン ト を 囲 む フ ィ ル タ ー ラ ッ パ ー を 含  
ん で も よ い 。 濾 過 材 料 の セ グ メ ン ト は 、 フ ィ ル タ ー の 全 長 に 沿 っ て 延 び て も よ い 。 濾 過 材  
料 は 、 酢 酸 セ ル ロ ー ス 、 セ ル ロ ー ス 、 再 構 成 さ れ た セ ル ロ ー ス 、 ポ リ 乳 酸 、 ポ リ ビ ニ ル ア  
ル コ ー ル 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ ヒ ド ロ キ シ 酪 酸 塩 、 熱 可 塑 性 物 質 、 澱 粉 、 不 織 布 材 料 、 長 軸 方  
向 に 配 向 さ れ た 繊 維 お よ び ラ ン ダ ム に 配 向 さ れ た 繊 維 、 ク レ ー プ 、 Ｐ Ｌ Ａ 繊 維 、 お よ び そ  
の 組 み 合 わ せ の う ち の 少 な く と も 一 つ を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 加 熱 式 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の フ ィ ル タ ー は 、 濾 過 材 料 の セ グ メ ン ト に 加 え て 、 構 成 要 素  
を 含 ん で も よ い 。 こ れ ら の 構 成 要 素 の 各 々 は 、 フ ィ ル タ ー ラ ッ パ ー 内 に 組 み 立 て ら れ て も  
よ い 。 構 成 要 素 の 各 々 は 、 軸 方 向 に 整 列 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 加 熱 式 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の フ ィ ル タ ー は 、 濾 過 材 料 の セ グ メ ン ト の 上 流 に 位 置 す る エ  
ア ロ ゾ ル 冷 却 要 素 を 含 み 得 る 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 空 洞 は 、 エ ア ロ ゾ ル 冷 却 要 素 の す ぐ  
上 流 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 明 細 書 に 使 用 さ れ る 「 エ ア ロ ゾ ル 冷 却 要 素 」 と い う 用 語 は 、 大 き な 表 面 領 域 お よ び 低  
引 き 出 し 抵 抗 を 有 す る 要 素 を 記 述 す る た め に 使 用 さ れ る 。 使 用 時 に 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体  
か ら 放 出 さ れ た 揮 発 性 化 合 物 に よ っ て 形 成 さ れ た エ ア ロ ゾ ル は 、 ユ ー ザ ー に よ っ て 吸 入 さ  
れ る 前 に エ ア ロ ゾ ル 冷 却 要 素 を 通 り 過 ぎ 、 か つ エ ア ロ ゾ ル 冷 却 要 素 に よ っ て 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 冷 却 要 素 は 、 長 さ １ ミ リ メ ー ト ル 当 た り お よ そ ３ ０ ０ 平 方 ミ リ メ ー ト ル ～ お  
よ そ １ ０ ０ ０ 平 方 ミ リ メ ー ト ル の 総 表 面 積 を 有 し 得 る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 エ ア  
ロ ゾ ル 冷 却 要 素 は 、 長 さ １ ミ リ メ ー ト ル 当 た り お よ そ ５ ０ ０ 平 方 ミ リ メ ー ト ル の 総 表 面 積  
を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 開 示 で は 、 複 数 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 備 え る 容 器 で あ っ て 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の  
少 な く と も ５ ０ パ ー セ ン ト は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 含 む ロ ッ ド 、 ロ ッ ド と 軸 方 向 に 整 列  
し た フ ィ ル タ ー 、 第 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 架 橋 要 素 で あ っ て 、 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 ロ ッ ド お  
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よ び フ ィ ル タ ー を 囲 み 、 か つ フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 、 架 橋 要 素 、 お よ び ロ ッ ド と  
フ ィ ル タ ー と の 間 に 位 置 す る 空 洞 で あ っ て 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内  
表 面 に よ っ て 部 分 的 に 区 切 ら れ て い る 、 空 洞 を 含 み 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ５ ０ グ ラ  
ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 、 容 器 が 提 供 さ れ て い る 。 当 該 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品  
は 、 上 述 の 特 徴 の う ち の い ず れ か を 有 し 得 る 。 当 該 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発  
生 物 品 の 少 な く と も ６ ０ パ ー セ ン ト 、 複 数 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 少 な く と も ７ ０ パ ー セ  
ン ト 、 少 な く と も ８ ０ パ ー セ ン ト 、 ま た は 少 な く と も ９ ０ パ ー セ ン ト を 占 め て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 容 器 は 、 少 な く と も ５ 個 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 備 え て も よ い 。 容 器 は 、 少 な く と も １  
０ 個 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 容 器 は ボ ッ ク ス で あ っ て も よ い 。 容 器 は 、 リ ッ ド 付 き ボ ッ ク ス で あ っ て も よ い 。 リ ッ ド  
は ヒ ン ジ リ ッ ド で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 開 示 で は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 も 提 供 さ れ て い る 。 方 法 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発  
生 基 体 を 含 む ロ ッ ド を 提 供 す る こ と を 含 み 得 る 。 方 法 は ま た 、 フ ィ ル タ ー を 提 供 す る こ と  
を 含 み 得 る 。 方 法 は ま た 、 架 橋 要 素 を 提 供 す る こ と を 含 み 得 る 。 架 橋 要 素 は 、 第 一 の ラ ッ  
パ ー を 含 み 得 る 。 方 法 は ま た 、 第 一 の ラ ッ パ ー が 、 離 隔 し た 関 係 で ロ ッ ド お よ び フ ィ ル タ  
ー を 囲 ん で 、 ロ ッ ド と フ ィ ル タ ー と の 間 に 空 洞 を 形 成 す る よ う に 、 架 橋 要 素 を 使 用 し て フ  
ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る こ と を 含 み 得 る 。 空 洞 は 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ  
ッ パ ー の 内 表 面 に よ っ て 部 分 的 に 区 切 ら れ て も よ い 。 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ５ ０ グ ラ  
ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 一 実 施 例 で は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 含 む ロ ッ ド を  
提 供 す る こ と と 、 フ ィ ル タ ー を 提 供 す る こ と と 、 第 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 架 橋 要 素 を 提 供 す  
る こ と と 、 ロ ッ ド お よ び フ ィ ル タ ー を 離 間 し た 関 係 で 囲 み 、 ロ ッ ド と フ ィ ル タ ー と の 間 に  
空 洞 を 形 成 す る よ う に 、 架 橋 要 素 を 使 用 し て フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る こ と で あ っ て  
、 空 洞 は 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 に よ っ て 部 分 的 に 区 切 ら れ て  
い る 、 固 定 す る こ と と を 含 み 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上  
の 坪 量 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 工 程 は 、 架 橋 要 素 を ロ ッ ド の 周 り に 包 む こ と を 含 み 得 る  
。 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 工 程 は 、 架 橋 要 素 を フ ィ ル タ ー の 周 り に 包 む こ と を 含 み  
得 る 。 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 工 程 は 、 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 す る こ  
と を 含 み 得 る 。 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 工 程 は 、 ラ ッ パ ー の 内 表 面 を ロ ッ ド に 接 着  
す る こ と を 含 み 得 る 。 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 工 程 は 、 ラ ッ パ ー の 内 表 面 を フ ィ ル  
タ ー に 接 着 す る こ と を 含 み 得 る 。 架 橋 要 素 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 接 着 剤 を 含 ん で  
も よ い 。 接 着 剤 は 、 架 橋 要 素 を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 し 得 る 。 接 着 剤 は 、 架 橋 要 素 を フ ィ  
ル タ ー に 永 久 的 に 固 定 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 下 に 、 非 限 定 的 な 実 施 例 を 非 網 羅 的 に 提 供 す る 。 こ れ ら の 実 施 例 の 特 徴 の う ち の い ず  
れ か 一 つ 以 上 は 、 本 明 細 書 に 記 載 の 別 の 実 施 例 、 実 施 形 態 、 ま た は 態 様 の 任 意 の 一 つ 以 上  
の 特 徴 と 組 み 合 わ さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
実 施 例 １
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 で あ っ て 、
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 含 む ロ ッ ド と 、
　 ロ ッ ド と 軸 方 向 に 整 列 し た フ ィ ル タ ー と 、
　 第 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 架 橋 要 素 で あ っ て 、 第 一 の ラ ッ パ ー が 、 ロ ッ ド お よ び フ ィ ル タ ー  
を 囲 み 、 か つ フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 、 架 橋 要 素 と 、
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　 ロ ッ ド と フ ィ ル タ ー と の 間 に 位 置 す る 空 洞 で あ っ て 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ  
ッ パ ー の 内 表 面 に よ っ て 部 分 的 に 区 切 ら れ て い る 、 空 洞 と 、 を 備 え 、
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 、 エ ア ロ ゾ ル  
発 生 物 品 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
実 施 例 ２
　 空 洞 を 区 切 る 架 橋 要 素 の 一 部 分 は 、 ５ ０ ～ １ １ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル の 坪 量 を 有 す る  
、 実 施 例 １ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
実 施 例 ３
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ５ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル ～ １ ４ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル の 厚 さ を 有  
す る 、 実 施 例 １ ま た は ２ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
実 施 例 ４
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ８ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル の 厚 さ を 有 す る 、 実 施 例 １ ～ ３ の い ず  
れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
実 施 例 ５
　 空 洞 の 下 流 端 は 、 ロ ッ ド に よ っ て 区 切 ら れ 、 空 洞 の 上 流 端 は 、 フ ィ ル タ ー に よ っ て 区 切  
ら れ て い る 、 実 施 例 １ ～ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
実 施 例 ６
　 空 洞 は 、 少 な く と も １ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 す る 、 実 施 例 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記  
載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
実 施 例 ７
　 空 洞 は 、 １ ミ リ メ ー ト ル ～ ７ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 す る 、 実 施 例 １ ～ ６ の い ず れ か 一  
つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
実 施 例 ８
　 空 洞 は 、 ２ ミ リ メ ー ト ル ～ ５ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 す る 、 実 施 例 １ ～ ７ の い ず れ か 一  
つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ７ １ 】
実 施 例 ９
　 空 洞 は 、 少 な く と も ３ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 す る 、 実 施 例 １ ～ ８ の い ず れ か 一 つ に 記  
載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
実 施 例 １ ０
　 架 橋 要 素 の 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 架 橋 要 素 の 長 さ に 沿 っ て 、 空 洞 の 長 さ の 少 な く と  
も １ ． ２ 倍 の 距 離 に 延 び る 、 実 施 例 １ ～ ９ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
実 施 例 １ １
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 架 橋 要 素 の 長 さ に 沿 っ て 、 ４ ミ リ メ ー ト ル ～ １ ０ ミ リ メ ー ト  
ル の 距 離 に 延 び る 、 実 施 例 １ ～ １ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
実 施 例 １ ２
　 フ ィ ル タ ー は 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 に よ っ て 囲 ま れ て い る 、 実 施 例 １ ～ １ １ の い ず れ  
か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
実 施 例 １ ３
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　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 フ ィ ル タ ー の 長 さ の 少 な く と も ２ ミ リ メ ー ト ル に 沿 っ て 延 び  
る 、 実 施 例 １ ～ １ ２ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
実 施 例 １ ４
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 フ ィ ル タ ー の 全 長 に 沿 っ て 延 び る 、 実 施 例 １ ～ １ ３ の い ず れ  
か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
実 施 例 １ ５
　 架 橋 要 素 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 第 一 の ラ ッ パ ー を フ ィ ル タ ー に 永 久 的 に 固 定 す  
る た め の 接 着 剤 を 含 む 、 実 施 例 １ ～ １ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
実 施 例 １ ６
　 ロ ッ ド は 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 に よ っ て 囲 ま れ て い る 、 実 施 例 １ ～ １ ５ の い ず れ か 一  
つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
実 施 例 １ ７
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ロ ッ ド の 長 さ の 少 な く と も ２ ミ リ メ ー ト ル に 沿 っ て 延 び る 、  
実 施 例 １ ～ １ ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
実 施 例 １ ８
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ロ ッ ド の 長 さ の ２ ミ リ メ ー ト ル ～ ７ ミ リ メ ー ト ル に 沿 っ て 延  
び る 、 実 施 例 １ ～ １ ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ８ １ 】
実 施 例 １ ９
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ロ ッ ド の 全 長 に 沿 っ て 延 び る 、 実 施 例 １ ～ １ ８ の い ず れ か 一  
つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
実 施 例 ２ ０
　 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 す る 、 実 施 例 １ ～ １ ９ の い ず れ  
か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
実 施 例 ２ １
　 架 橋 要 素 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 第 一 の ラ ッ パ ー を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 す る た  
め の 接 着 剤 を 含 む 、 実 施 例 １ ～ ２ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
実 施 例 ２ ２
　 第 一 の ラ ッ パ ー は 、 セ ル ロ ー ス 系 材 料 、 紙 、 段 ボ ー ル 、 再 構 成 さ れ た た ば こ 、 ま た は セ  
ル ロ ー ス 系 フ ィ ル ム の う ち の 少 な く と も 一 つ を 含 む 、 実 施 例 １ ～ ２ １ の い ず れ か 一 つ に 記  
載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
実 施 例 ２ ３
　 架 橋 要 素 は 、 単 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 、 実 施 例 １ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ  
ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
実 施 例 ２ ４
　 架 橋 要 素 は 、 第 一 の ラ ッ パ ー を 囲 む 第 二 の ラ ッ パ ー を 含 む 、 実 施 例 １ ～ ２ ３ の い ず れ か  
一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
実 施 例 ２ ５
　 第 二 の ラ ッ パ ー は 、 セ ル ロ ー ス 系 材 料 、 紙 、 段 ボ ー ル 、 再 構 成 さ れ た た ば こ 、 ま た は セ  
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ル ロ ー ス 系 フ ィ ル ム の う ち の 少 な く と も 一 つ を 含 む 、 実 施 例 １ ～ ２ ４ の い ず れ か 一 つ に 記  
載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
実 施 例 ２ ６
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 空 洞 の 周 り に 円 周 方 向 に 、 ５ ミ リ  
メ ー ト ル 超 の 距 離 に 延 び る 、 実 施 例 １ ～ ２ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品  
。
【 ０ ０ ８ ９ 】
実 施 例 ２ ７
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 空 洞 の 周 り に 円 周 方 向 に 、 １ ０ ミ  
リ メ ー ト ル 超 の 距 離 に 延 び る 、 実 施 例 １ ～ ２ ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物  
品 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
実 施 例 ２ ８
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 空 洞 の 周 り に 円 周 方 向 に 、 １ ５ ミ  
リ メ ー ト ル 超 の 距 離 に 延 び る 、 実 施 例 １ ～ ２ ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物  
品 。
【 ０ ０ ９ １ 】
実 施 例 ２ ９
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 空 洞 の 全 円 周 の 周 り に 延 び る 、 実  
施 例 １ ～ ２ ８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
実 施 例 ３ ０
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 ４ ５ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画 定  
す る よ う に 曲 線 状 で あ る 、 実 施 例 １ ～ ２ ９ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
実 施 例 ３ １
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 ９ ０ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画 定  
す る よ う に 曲 線 状 で あ る 、 実 施 例 １ ～ ３ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
実 施 例 ３ ２
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 １ ８ ０ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画  
定 す る よ う に 曲 線 状 で あ る 、 実 施 例 １ ～ ３ １ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品  
。
【 ０ ０ ９ ５ 】
実 施 例 ３ ３
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 ２ ７ ０ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画  
定 す る よ う に 曲 線 状 で あ る 、 実 施 例 １ ～ ３ ２ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品  
。
【 ０ ０ ９ ６ 】
実 施 例 ３ ４
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 ２ ５ 平 方 ミ リ メ ー ト ル 超 の 表 面 積  
を 有 す る 、 実 施 例 １ ～ ３ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
実 施 例 ３ ５
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 空 洞 の 周 り に 円 周 方 向 に 、 ５ ミ リ メ ー ト ル 超 の 距 離 に 延 び る  
、 実 施 例 １ ～ ３ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
実 施 例 ３ ６
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 空 洞 の 周 り に 円 周 方 向 に 、 １ ０ ミ リ メ ー ト ル 超 の 距 離 に 延 び  
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る 、 実 施 例 １ ～ ３ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
実 施 例 ３ ７
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 空 洞 の 周 り に 円 周 方 向 に 、 １ ５ ミ リ メ ー ト ル 超 の 距 離 に 延 び  
る 、 実 施 例 １ ～ ３ ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ １ ０ ０ 】
実 施 例 ３ ８
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 空 洞 の 全 円 周 の 周 り に 延 び る 、 実 施 例 １ ～ ３ ７ の い ず れ か 一  
つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ １ ０ １ 】
実 施 例 ３ ９
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ４ ５ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画 定 す る よ う に 曲 線 状 で あ る 、  
実 施 例 １ ～ ３ ８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ １ ０ ２ 】
実 施 例 ４ ０
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ９ ０ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画 定 す る よ う に 曲 線 状 で あ る 、  
実 施 例 １ ～ ３ ９ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ １ ０ ３ 】
実 施 例 ４ １
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 １ ８ ０ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画 定 す る よ う に 曲 線 状 で あ る  
、 実 施 例 １ ～ ４ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ １ ０ ４ 】
実 施 例 ４ ２
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ２ ７ ０ 度 超 の 角 度 を な す 円 弧 を 画 定 す る よ う に 曲 線 状 で あ る  
、 実 施 例 １ ～ ４ １ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ １ ０ ５ 】
実 施 例 ４ ３
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ２ ５ 平 方 ミ リ メ ー ト ル 超 の 表 面 積 を 有 す る 、 実 施 例 １ ～ ４ ２  
の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 。
【 ０ １ ０ ６ 】
実 施 例 ４ ４
　 複 数 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 備 え る 容 器 で あ っ て 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 少 な く と も ５  
０ パ ー セ ン ト は 、 実 施 例 １ ～ ４ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 で あ る 、 容  
器 。
【 ０ １ ０ ７ 】
実 施 例 ４ ５
　 少 な く と も ５ 個 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 備 え る 、 実 施 例 ４ ４ に 記 載 の 容 器 。
【 ０ １ ０ ８ 】
実 施 例 ４ ６
　 少 な く と も １ ０ 個 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 備 え る 、 実 施 例 ４ ４ ま た は ４ ５ に 記 載 の 容 器  
。
【 ０ １ ０ ９ 】
実 施 例 ４ ７
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 少 な く と も ９ ０ パ ー セ ン ト は 、 実 施 例 １ ～ ４ ３ に 記 載 の エ ア ロ ゾ  
ル 発 生 物 品 で あ る 、 実 施 例 ４ ４ ～ ４ ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 容 器 。
【 ０ １ １ ０ 】
実 施 例 ４ ８
　 容 器 は ボ ッ ク ス で あ る 、 実 施 例 ４ ４ ～ ４ ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 容 器 。
【 ０ １ １ １ 】
実 施 例 ４ ９
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　 容 器 は リ ッ ド 付 き ボ ッ ク ス で あ る 、 実 施 例 ４ ４ ～ ４ ８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 容 器 。
【 ０ １ １ ２ 】
実 施 例 ５ ０
　 リ ッ ド は ヒ ン ジ リ ッ ド で あ る 、 実 施 例 ４ ９ に 記 載 の 容 器 。   実 施 例 ５ １   エ ア ロ ゾ ル 発  
生 物 品 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 含 む ロ ッ ド を 提 供 す る こ と と 、
　 フ ィ ル タ ー を 提 供 す る こ と と 、
　 第 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 架 橋 要 素 を 提 供 す る こ と と 、
　 第 一 の ラ ッ パ ー が 、 ロ ッ ド お よ び フ ィ ル タ ー 離 間 し た 関 係 で 囲 み 、 ロ ッ ド と フ ィ ル タ ー  
と の 間 に 空 洞 を 形 成 す る よ う に 、 架 橋 要 素 を 使 用 し て フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る こ と  
で あ っ て 、 空 洞 が 、 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 に よ っ て 部 分 的 に 区  
切 ら れ て い る 、 固 定 す る こ と と 、 を 含 み 、
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 は 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 、 方 法 。
【 ０ １ １ ３ 】
実 施 例 ５ ２
　 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 す る 工 程 は 、 架 橋 要 素 を ロ ッ ド の 周 り に 永 久 的 に 固  
定 す る こ と を 含 む 、 実 施 例 ５ １ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 。
【 ０ １ １ ４ 】
実 施 例 ５ ３
　 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 す る 工 程 は 、 架 橋 要 素 を フ ィ ル タ ー の 周 り に 包 む こ  
と を 含 む 、 実 施 例 ５ １ ま た は ５ ２ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 。
【 ０ １ １ ５ 】
実 施 例 ５ ４
　 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 工 程 は 、 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 す る こ と を  
含 む 、 実 施 例 ５ １ ～ ５ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 。
【 ０ １ １ ６ 】
実 施 例 ５ ５
　 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 工 程 は 、 ラ ッ パ ー の 内 表 面 を ロ ッ ド に 接 着 す る こ と を 含  
む 、 実 施 例 ５ １ ～ ５ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 。
【 ０ １ １ ７ 】
実 施 例 ５ ６
　 フ ィ ル タ ー を ロ ッ ド に 固 定 す る 工 程 は 、 ラ ッ パ ー の 内 表 面 を フ ィ ル タ ー に 接 着 す る こ と  
を 含 む 、 実 施 例 ５ １ ～ ５ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 。
【 ０ １ １ ８ 】
実 施 例 ５ ７
　 架 橋 要 素 の 第 一 の 部 分 の 第 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 接 着 剤 を 含 む 、 実 施 例 ５ １ ～ ５ ６  
の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 。
【 ０ １ １ ９ 】
実 施 例 ５ ８
　 接 着 剤 は 、 架 橋 要 素 を ロ ッ ド に 永 久 的 に 固 定 す る 、 実 施 例 ５ ７ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 発 生  
物 品 の 製 造 方 法 。
【 ０ １ ２ ０ 】
実 施 例 ５ ９
　 接 着 剤 は 、 架 橋 要 素 を フ ィ ル タ ー に 永 久 的 に 固 定 す る 、 実 施 例 ５ ７ ま た は ５ ８ に 記 載 の  
エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 一 実 施 例 ま た は 一 実 施 形 態 に 関 し て 説 明 さ れ る 特 徴 は ま た 、 そ の 他 の 実 施 例 お よ び 実 施  
形 態 に も 適 用 可 能 で あ り 得 る 。 特 に 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 に 関 し て 説 明 さ れ る ロ ッ ド 、 フ  
ィ ル タ ー 、 架 橋 要 素 、 お よ び 空 洞 の 特 徴 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 に 関 し て 説 明  
さ れ る ロ ッ ド 、 フ ィ ル タ ー 、 架 橋 要 素 、 お よ び 空 洞 に も 適 用 可 能 で あ り 得 る 。
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【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 図 を 参 照 し な が ら 実 施 例 を さ ら に 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 開 示 に よ る 、 単 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 架 橋 要 素 を 備 え る エ ア ロ ゾ ル 発 生  
物 品 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 開 示 に よ る 、 第 一 の ラ ッ パ ー お よ び 第 二 の ラ ッ パ ー を 含 む 架 橋 要 素 を  
備 え る 別 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 包 ま れ て い な い 状 態 の 架 橋 要 素 の 内 表 面 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 開 示 に よ る エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 一 部 と し て の 架 橋 要 素 を 示 す が 、 エ  
ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の そ の 他 の 特 徴 に 対 す る 架 橋 要 素 の 内 表 面 を 示 す た め に 、 架 橋 要 素 は 包  
ま れ て い な い 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 燃 焼 す る の で は な く 加 熱 す る こ と に よ っ て エ ア ロ  
ゾ ル を 発 生 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 本 発 明 に よ る エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ １ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 上 流 端 お よ び 下 流 端 を 有 し 、 か つ そ の 下 流 端 で 軸 方 向 に 整 列 し た フ ィ ル タ ー ３  
０ に 取 り 付 け ら れ た た ば こ ロ ッ ド ２ ０ を 備 え る エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 １ ０ を 示 す 。 エ ア ロ ゾ  
ル 発 生 物 品 １ ０ は 、 た ば こ ロ ッ ド ３ ０ の 点 火 に よ っ て 消 費 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 紙 巻 た  
ば こ で あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 た ば こ ロ ッ ド ２ ０ は 、 た ば こ ロ ッ ド ラ ッ パ ー ２ ４ に よ っ て 囲 ま れ た １ 回 分 の カ ッ ト フ ィ  
ラ ー ２ ２ を 含 む 。 フ ィ ル タ ー ３ ０ は 、 フ ィ ル タ ー ラ ッ パ ー ３ ４ に よ っ て 囲 ま れ た 、 セ ル ロ  
ー ス ア セ テ ー ト ト ウ ３ ２ の 単 一 セ グ メ ン ト を 含 む 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 １ ０ は ま た 、 単 一 の ラ ッ パ ー ４ ２ を 含 む 架 橋 要 素 ４ ０ を 備 え る 。 単  
一 の ラ ッ パ ー ４ ２ は 、 た ば こ ロ ッ ド ２ ０ お よ び フ ィ ル タ ー ３ ０ を 囲 む 。 単 一 の ラ ッ パ ー は  
、 フ ィ ル タ ー ３ ０ を た ば こ ロ ッ ド ２ ０ に 永 久 的 に 固 定 す る た め の 接 着 剤 （ 図 １ に は 図 示 せ  
ず ） を 含 む 。 架 橋 要 素 ４ ０ は 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 超 の 坪 量 を 有 す る 。 架 橋 要 素 は  
、 ８ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル の 厚 さ を 有 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 空 洞 ４ ４ は 、 た ば こ ロ ッ ド ２ ０ と フ ィ ル タ ー ３ ０ と の 間 に 位 置 す る 。 空 洞 ４ ４ は 、 た ば  
こ ロ ッ ド ２ ０ の 端 お よ び フ ィ ル タ ー ３ ０ の 端 に よ っ て 、 お よ び 架 橋 要 素 ４ ０ の 単 一 の ラ ッ  
パ ー ４ ２ の 内 表 面 に よ っ て 区 切 ら れ る 。 単 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 空 洞 ４ ４ の 周 り に 円  
周 方 向 に 延 び 、 空 洞 ４ ４ の 全 円 周 の 周 り に 延 び る 。 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量  
を 有 す る 架 橋 要 素 ４ ０ の 単 一 の ラ ッ パ ー ４ ２ に よ っ て 部 分 的 に 区 切 ら れ た 空 洞 ４ ４ は 、 空  
洞 内 の 領 域 に お い て エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 に 強 度 を 提 供 す る 。 こ れ に よ り 、 空 洞 ４ ４ が 、 特  
に 、 長 軸 方 向 の 力 を 体 験 す る 時 、 例 え ば 紙 巻 た ば こ の パ ッ ク の 中 に 挿 入 さ れ る 時 に 、 エ ア  
ロ ゾ ル 発 生 物 品 が 崩 壊 す る リ ス ク を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 空 洞 ４ ４ は 、 ３ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 た ば こ ロ ッ ド ２ ０ と フ ィ  
ル タ ー ３ ０ と の 間 の 分 離 は 、 ３ ミ リ メ ー ト ル で あ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 ２ は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 １ ０ ０ を 示 す 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 １ ０ ０ は 、 第 一 の ラ ッ  
パ ー ５ ２ お よ び 第 二 の ラ ッ パ ー ５ ３ を 含 む 架 橋 要 素 ５ ０ を 備 え る 。 他 の す べ て の 点 で は 、  
エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 １ ０ ０ は 、 図 １ の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 １ ０ と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 架 橋 要 素 ５ ０ の 第 一 の ラ ッ パ ー ５ ２ は 、 た ば こ ロ ッ ド ２ ０ お よ び フ ィ ル タ ー ３ ０ を 囲 む  
。 第 一 の ラ ッ パ ー ５ ２ は 、 フ ィ ル タ ー ３ ０ を た ば こ ロ ッ ド ２ ０ に 永 久 的 に 固 定 す る た め の  
接 着 剤 （ 図 ２ に は 図 示 せ ず ） を 含 む 。 第 二 の ラ ッ パ ー ５ ３ は 、 第 一 の ラ ッ パ ー ５ ２ を 囲 む  
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。
【 ０ １ ３ １ 】
　 架 橋 要 素 ５ ０ は 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 。 第 一 の ラ ッ パ ー ５ ２  
お よ び 第 二 の ラ ッ パ ー ５ ３ は 、 架 橋 要 素 ５ ０ の 坪 量 に 寄 与 す る 。 例 え ば 、 第 一 の ラ ッ パ ー  
５ ２ は 、 ２ ５ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 し 、 第 二 の ラ ッ パ ー ５ ３ は 、 ２ ５ グ ラ  
ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 し 得 る 。 た ば こ ロ ッ ド ２ ０ と フ ィ ル タ ー ３ ０ と の 間 に 位  
置 す る 空 洞 は 、 た ば こ ロ ッ ド ２ ０ の 端 お よ び フ ィ ル タ ー ３ ０ の 端 に よ っ て 、 お よ び 第 一 の  
ラ ッ パ ー ５ ２ の 内 表 面 に よ っ て 区 切 ら れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 図 １ お よ び ２ に そ れ ぞ れ 示 さ れ る エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 架 橋 要 素 ４ ０ 、 ５ ０ そ れ ぞ れ の  
全 長 が 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 必 要 は な い 。 図 ３ は 、 ５ ０ グ ラ ム  
／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 架 橋 要 素 の 一 部 分 が 、 架 橋 要 素 の 全 長 に 沿 っ て 延 び て  
い な い 、 架 橋 要 素 の 実 施 例 を 示 す 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 図 ３ は 、 第 一 の ラ ッ パ ー ６ ２ お よ び 第 二 の ラ ッ パ ー ６ ４ を 含 む 架 橋 要 素 ６ ０ を 示 す 。 架  
橋 要 素 ６ ０ は 、 任 意 の エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 と は 別 個 に 、 架 橋 要 素 の 内 表 面 の 観 点 か ら 示 さ  
れ て い る 。 架 橋 要 素 ６ ０ は 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 第 一 の 部 分 ６  
５ を 含 む 。 こ の 第 一 の 部 分 ６ ５ は 、 第 一 の ラ ッ パ ー ６ ２ お よ び 第 二 の ラ ッ パ ー ６ ４ の 両 方  
か ら 作 製 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 領 域 ま た は 部 分 は 、 そ れ 自 体 の ラ ッ パ ー の い ず れ か の  
坪 量 よ り も 大 き な 坪 量 を 有 す る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 架 橋 要 素 ６ ０ は ま た 、 接 着 剤 ６ ６ の 列 を 含 む 。 第 一 の ラ ッ パ ー ６ ２ の 内 表 面 は 、 二 列 の  
接 着 剤 ６ ６ を 含 む 。 こ れ ら の 接 着 剤 ６ ６ の 列 の う ち の 一 方 は 、 架 橋 要 素 を フ ィ ル タ ー ２ ０  
に 固 定 す る た め に 使 用 さ れ 、 他 方 の ６ ６ は 、 架 橋 要 素 ６ ０ を ロ ッ ド ３ ０ に 固 定 す る た め に  
使 用 さ れ る 。 第 二 の ラ ッ パ ー ６ ４ の 内 表 面 は 、 架 橋 要 素 を フ ィ ル タ ー に 固 定 す る た め の 一  
列 の 接 着 剤 ６ ６ を 含 む 。 こ れ は 、 図 ４ に よ り 明 確 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ２ ０ ０ の 一 部 と し て の 架 橋 要 素 ６ ０ を 示 す が 、 エ ア ロ ゾ ル  
発 生 物 品 ２ ０ ０ の そ の 他 の 特 徴 に 対 す る 第 一 の ラ ッ パ ー ６ ２ お よ び 第 二 の ラ ッ パ ー ６ ４ の  
内 表 面 を 示 す た め に 、 包 ま れ て い な い 。 図 ４ は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ２ ０ ０ が 完 全 に 組 み  
立 て ら れ た 時 に 空 洞 ４ ４ が 第 一 の 部 分 ６ ５ に よ っ て 区 切 ら れ る よ う に 、 第 一 の 部 分 ６ ５ が  
ど の よ う に 空 洞 と 整 列 す る か を 示 す 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 空 洞 ４ ４ は 、 ３ ミ リ メ ー ト ル の 長 さ を 有 す る 。 第 一 の 部 分 ６ ５ は 、 単 一 の ラ ッ パ ー ６ ２  
の 長 さ に 沿 っ て 、 ７ ミ リ メ ー ト ル の 距 離 に 延 び る 。 し た が っ て 、 第 一 の 部 分 は 、 架 橋 要 素  
６ ０ に 沿 っ て 、 空 洞 ４ ４ の 長 さ よ り も 長 い 距 離 に 延 び る 。 こ れ に よ り 、 た と え 製 造 公 差 に  
よ り 架 橋 要 素 ６ ０ お よ び 空 洞 ４ ４ が 中 央 で 整 列 し な い 場 合 で さ え も 、 空 洞 ４ ４ が 、 空 洞 ４  
４ の 全 長 に 沿 っ て 架 橋 要 素 ６ ０ の 第 一 の 部 分 ６ ５ に よ っ て 区 切 ら れ る こ と が 確 実 に な る 。  
結 果 と し て 、 架 橋 要 素 ６ ０ の 第 一 の 部 分 ６ ５ は 、 た ば こ ロ ッ ド ２ ０ の 一 部 分 お よ び フ ィ ル  
タ ー ３ ０ の 一 部 分 を 囲 む 。 架 橋 要 素 ６ ０ の 第 一 の 部 分 ６ ５ は 、 フ ィ ル タ ー の 長 さ に 沿 っ て  
２ ミ リ メ ー ト ル の 距 離 、 お よ び ロ ッ ド の 長 さ に 沿 っ て ２ ミ リ メ ー ト ル の 距 離 に 延 び 、 接 着  
剤 の 列 ６ ８ に よ っ て ロ ッ ド お よ び フ ィ ル タ ー の 両 方 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 図 ５ は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 を 燃 焼 す る の で は な く 加 熱 す る こ と に よ っ て エ ア ロ ゾ ル を  
発 生 す る よ う に 構 成 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ３ ０ ０ を 示 す 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ３ ０ ０  
は 、 上 流 端 に ロ ッ ド ７ ０ を 備 え る 。 ロ ッ ド ７ ０ は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 基 体 ７ ２ を 含 む 。 エ ア  
ロ ゾ ル 発 生 物 品 ３ ０ ０ は ま た 、 下 流 端 に フ ィ ル タ ー ８ ０ を 備 え る 。 フ ィ ル タ ー ８ ０ は 、 エ  
ア ロ ゾ ル 冷 却 要 素 ７ ６ と 、 エ ア ロ ゾ ル 冷 却 要 素 ７ ６ の 下 流 に あ る 濾 過 材 料 ７ ８ の セ グ メ ン  
ト と を 含 む 。 フ ィ ル タ ー ８ ０ お よ び ロ ッ ド ７ ０ は 、 互 い に 軸 方 向 に 整 列 し 、 ま た フ ィ ル タ  
ー ７ ０ の 構 成 要 素 の 各 々 は 、 軸 方 向 に 整 列 し て い る 。
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【 ０ １ ３ ８ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ３ ０ ０ は ま た 、 単 一 の ラ ッ パ ー を 含 む 架 橋 要 素 ８ ２ を 備 え る 。 単 一  
の ラ ッ パ ー は 、 フ ィ ル タ ー ８ ０ を ロ ッ ド ７ ０ に 永 久 的 に 固 定 す る た め の 接 着 剤 （ 図 ５ に は  
図 示 せ ず ） を 含 む 。 架 橋 要 素 ８ ２ は 、 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る   
【 ０ １ ３ ９ 】
　 空 洞 ８ ４ は 、 ロ ッ ド ７ ０ と フ ィ ル タ ー ８ ０ と の 間 に 位 置 す る 。 空 洞 ８ ４ は 、 た ば こ ロ ッ  
ド ７ ０ の 端 お よ び フ ィ ル タ ー ８ ０ の 端 に よ っ て 、 お よ び 架 橋 要 素 ８ ０ の 単 一 の ラ ッ パ ー の  
内 表 面 に よ っ て 区 切 ら れ る 。 単 一 の ラ ッ パ ー の 内 表 面 は 、 空 洞 ８ ４ の 周 り に 円 周 方 向 に 延  
び 、 空 洞 ８ ４ の 全 円 周 の 周 り に 延 び る 。 ５ ０ グ ラ ム ／ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 坪 量 を 有 す る 架  
橋 要 素 ８ ０ の 単 一 の ラ ッ パ ー に よ っ て 部 分 的 に 区 切 ら れ た 空 洞 ８ ４ は 、 空 洞 の 領 域 に お い  
て エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 に 強 度 を 提 供 し 、 そ の た め 、 特 に 、 例 え ば 包 装 に 挿 入 さ れ る 時 、 ま  
た は エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 の 中 に 挿 入 さ れ る 時 に 長 軸 方 向 の 力 を 体 験 す る 時 に 、 空 洞 ８ ４ が  
崩 壊 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 図 １ 、 ２ お よ び ４ に 関 し て 上 述 し た 架 橋 要 素 ４ ０ 、 ５ ０ お よ び ６ ０ を 、 図 ５ の 加 熱 式 エ  
ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 に 適 用 す る こ と が で き る こ と は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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